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 平成 27 年年 4 月から各都道府県は地域医療構想を策定する作業に入っている。地域医療

構想が策定される契機となったのは 2011 年 7 月 1 日に閣議報告された社会保障・税一体改

革試案である。この中で「地域実情に応じたサービスの提供体制の効率化・重点化と機能

強化を図る」ために「病院・病床機能の分化・強化と連携」などの基盤整備を行うことが

示された。これを受けて社会保障審議会医療部会で病床機能の見直しに関する議論が開始

され、種々の検討の後、各医療機関がその担っている機能を都道府県に情報提供し、都道

府県がこれらの情報を活用しながら、基本的医療を提供する圏域（構想圏域）における医

療提供体制のビジョン（地域医療構想）を策定するという仕組みが導入された。この地域

医療構想は医療計画の一部を構成するもので、2014 年 6 月 18 日に成立した医療介護総合

確保推進法に基づく改正医療法で規定されている。 
 病床機能報告制度では一般病床・療養病床を持つ病院・有床診療所が各施設の持つ機能

について高度急性期、急性期、回復期、慢性期の 4 つから選択し、病棟ごとに都道府県に

報告することとなった。また、この報告とは別に各施設からレセプト情報をもとに 4 つの

機能のそれぞれに対応した医療行為の実施量が集計される。 
 ところで各施設から報告される機能別病床数はあくまで各施設の「想い」であり、それ

が地域のニーズに合っているとは限らない。そこで厚生労働省からは DPC や NDB
（National Database）の情報をもとに、各圏域の機能別病床数の参酌標準が提示されてい

る。この情報と別途地域医療の現状について分析するために各都道府県に配布されている

資料集（データブック）と病床機能報告の結果を踏まえながら、各都道府県及び各構想圏

域で機能別病床数の配分や連携の方法など、医療提供体制のあり方を検討することが求め

られる。これが地域医療構想であり、そしてその実現のために導入されたのが消費税増税

分を原資とする新たな財政支援制度（地域医療介護総合確保基金）である。 
 地域医療構想はあくまで医療計画の一部であり、そしてその策定は地域包括ケア体制の

枠組みの中で考えられなければならない。各地域のデータ活用力が問われることになる。

特にデータブックに収載されている情報を如何に活用するかが重要であり、これは保健医

療職の積極的な関与が不可欠である。その意味でも各都道府県の保健所の役割が重要にな

ると考える。 
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